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歩歩いいてて楽楽ししいい温温泉泉地地のの実実現現にに向向けけてて  
～下呂温泉地区の街並み・景観形成の取り組み～ 

 
 浅野 健      

 

下
呂
温
泉
地
区
の
概
況 

下
呂
温
泉
地
区
は
、
千
年
の
歴
史
を
持
つ
温

泉
観
光
地
で
、
有
馬
・
草
津
と
並
ぶ
「
日
本
三

名
泉
の
ひ
と
つ
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
名
古
屋

駅
か
ら
約
一
時
間
半
で
ア
ク
セ
ス
で
き
、
岐
阜

県
内
、
愛
知
県
な
ど
の
近
県
、
関
東
や
関
西
な

ど
全
国
か
ら
年
間
百
万
人
も
の
宿
泊
客
が
訪
れ

て
い
る
。
ＪＲ
で
下
呂
駅
か
ら
さ
ら
に
北
上
す
る

と
小
京
都
高
山
に
三
十
分
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る

な
ど
、
周
辺
に
も
観
光
地
が
多
く
存
在
す
る
。

し
か
し
、
最
盛
期
の
一
九
九
〇
年
と
比
べ
る
と

宿
泊
客
は
六
十
万
人
以
上
減
少
し
て
い
る
。（
た

だ
し
、
二
〇
〇
五
年
は
愛
・
地
球
博
の
波
及
効

果
で
観
光
客
が
多
少
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。） 

 下
呂
温
泉
ま
る
ご
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
下
呂
温
泉
地
区
で

は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
マ
ッ
プ
を
片
手
に
散
策
で
き

る
温
泉
街
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
下
呂

温
泉
ま
る
ご
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
」
を
掲
げ

た
。
こ
れ
に
関
連
す
る
事
業
と
し
て
二
〇
〇
〇

年
頃
か
ら
、
空
店
舗
を
活
用
し
た
二
店
の
湯
之

街
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
さ
ん
ぽ
道
」(
写
真
３)

「
木

精
（
こ
だ
ま
）」（
写
真
４
）
の
設
置
、
足
湯
の

設
置
（
写
真
５
）、
湯
め
ぐ
り
手
形
の
発
行
（
写

真
６
）、
絵
手
紙
の
募
集
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の

実
施
、
各
店
舗
が
そ
れ
ぞ
れ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
の

れ
ん
の
設
置
（
写
真
７
）
等
々
、
官
民
が
協
力

を
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
進
め
た
結
果
、
観
光
客
が
温
泉
地

区
を
少
し
ず
つ
歩
く
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
。 

 
            

歩
い
て
楽
し
い
温
泉
地
に
向
け
て
の
課
題 

 

昨
年
か
ら
下
呂
温
泉
地
区
に
何
度
か
足
を
運

び
、
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
訪
問
客
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
、
関
係
者
の
情
報
を
共

有
す
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た

結
果
、幾
つ
か
課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。 

一
つ
は
、
温
泉
地
区
に
は
足
湯
が
六
箇
所
設
置

さ
れ
て
は
い
る
が
、
全
体
に
施
設
が
大
規
模
化

し
て
内
湯
に
な
っ
て
い
る
た
め
湯
け
む
り
は
見

ら
れ
な
い
（
写
真
１
）、
看
板
が
目
立
つ
（
写
真

２
）、
電
柱
・
電
線
が
目
立
つ
、
道
路
の
カ
ラ
ー

舗
装
に
統
一
感
が
な
く
温
泉
街
の
雰
囲
気
に
は

そ
ぐ
わ
な
い
、
な
ど
温
泉
情
緒
が
失
わ
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
温
泉
街
の
中
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
や
休
憩
施
設
の
少
な
さ
、
舗
装
が

凸
凹
し
て
い
た
り
歩
道
の
傾
斜
や
段
差
が
あ
っ

て
歩
行
環
境
が
不
十
分
、
と
い
っ
た
点
な
ど
歩

い
て
楽
し
む
環
境
と
し
て
は
課
題
が
多
い
。
た

だ
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
国
の
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の
採
択
を
受
け
、
少
し

ず
つ
改
善
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。 

 

一
方
、
温
泉
だ
け
で
も
観
光
地
と
し
て
の
魅

力
は
十
分
で
あ
り
、
県
内
や
近
県
を
中
心
に
リ

ピ
ー
タ
ー
が
多
い
こ
と
も
下
呂
温
泉
の
特
徴
で

あ
る
。
中
心
部
に
は
、
一
部
昔
な
が
ら
の
街
並

み
景
観
の
あ
る
地
区
も
残
っ
て
い
る（
写
真
８
）。

ま
た
、
普
段
、
地
元
の
人
が
な
か
な
か
気
づ
か

な
い
も
の
と
し
て
、
飛
騨
地
方
の
歴
史
を
伝
え

る
商
家
や
空
家
が
残
っ
て
い
た
り
（
写
真
９
）、

温
泉
街
か
ら
少
し
歩
く
と
都
会
の
人
が
癒
さ
れ

る
田
園
風
景
（
写
真
10
）
や
水
路
、
神
社
仏
閣

な
ど
の
地
域
資
源
が
幾
つ
も
残
っ
て
い
る
。 

             

                         

全
国
都
市
再
生
モ
デ
ル
調
査 

下
呂
温
泉
地
区
で
は
、
二
〇
〇
五
年
度
「
歩

い
て
楽
し
い
街
並
み
景
観
・
風
景
形
成
調
査
」

が
全
国
都
市
再
生
モ
デ
ル
調
査
に
選
定
さ
れ
た
。

調
査
内
容
は
、
景
観
・
街
並
み
形
成
に
関
す
る

資
源
評
価
リ
ス
ト
と
施
設
の
改
修
・
改
善
マ
ニ

ュ
ア
ル
及
び
下
呂
観
光
・
街
並
み
ガ
イ
ド
読
本

を
作
成
す
る
た
め
の
資
料
収
集
・
整
理
で
あ
る
。

ゆ
の
ま
ち
散
歩
道
の
会
を
は
じ
め
地
元
ガ
イ
ド

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地
元
関
係
者
が
名
古
屋
工
業

大
学
河
田
克
博
教
授
（
歴
史
建
築
系
研
究
室
）

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。 

 

歩
い
て
楽
し
い
温
泉
街
の
実
現
に
向
け
て 

 

歩
い
て
楽
し
い
温
泉
街
の
実
現
に
向
け
て
必

要
な
こ
と
と
し
て
、
一
つ
は
、
さ
ら
な
る
観
光

ス
ポ
ッ
ト
の
充
実
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
さ
ら
に
充
実
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
で
き
る
。
も
う
一
つ
は
、
か
つ
て
の
温

泉
情
緒
を
思
い
起
こ
せ
る
よ
う
な
街
並
み
・
景 

                         

観
形
成
の
視
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
も
、
施
設
が
大
規
模
化
し
た
風
景
か
ら
は
一

見
想
像
が
で
き
な
い
新
た
な
地
域
資
源
が
発
掘

さ
れ
つ
つ
あ
る
。 

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
資
源
を
活
か
し
て

個
々
の
施
設
を
修
復
・
改
修
し
つ
つ
、
看
板
の

撤
去
、
電
線
類
地
中
化
、
道
路
の
舗
装
の
変
更

な
ど
に
よ
っ
て
、
少
し
ず
つ
街
並
み
を
形
成
し

て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
幸
い
、
下
呂
温
泉

地
区
に
は
商
業
関
連
団
体
、
旅
行
関
連
団
体
、

地
元
自
治
会
、
建
築
士
会
、
自
治
体
な
ど
活
性

化
に
取
り
組
む
人
・
団
体
は
多
く
、
都
市
再
生

モ
デ
ル
調
査
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
地
域
の

人
々
が
景
観
・
街
並
み
に
対
し
て
共
通
理
解
を

持
ち
、
時
間
を
か
け
な
が
ら
下
呂
温
泉
地
区
の

景
観
・
街
並
み
を
再
生
し
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
た
い
。 

温泉は昔も今も日本を代表する旅行形態の一つである。全国の温泉地の多く

は団体客を囲い込むために宿泊施設を大規模化してきたが、近年は個人客が主

流となり、まち歩きを楽しむ観光への対応が求められている。このような状況

は全国有数の温泉地である下呂温泉地区でも例外ではない。そこで、ここでは

下呂温泉地区における街並み・景観形成に向けた取り組みを紹介する。 

下呂温泉と白鷺 

薬師如来が傷つい

た白鷺に姿を変え、

源泉のありかを村人

に知らせたと伝えら

れている。 
（下呂市ホームページ

より） 
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